
部　局 健康医療部 補　職 部長 氏　名 松浪　桂

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2024年度) 部局マネジメントシート 2024年度

全ての市民が公衆衛生・心身の健康づくり・疾病の早期発見と重症化予防の知識を持ち、自ら取り組むことができる環境づくりを行うとともに、必要
な時には何時でも良質で適正な医療を住み慣れた地域において受けることができるよう、地域医療体制を構築することにより、市民の健康寿命を延伸
し、『安全、安心に暮らせるまち　とよなか』『いきいきと暮らせるまち　とよなか』を着実に推進します。
３保険制度（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療）の安定的な運用に寄与するとともに、国民年金受付業務を含め、保険分野全体で市民サービ
スの向上を図ります。

(1)「豊中市地域医療推進基本方針」に基づき、市民が適切な医療を受け
ることができるよう、在宅医療体制の推進や認知症医療体制の充実・強
化を図ります。
(2)新型コロナウイルス感染症への対応をふまえた「感染症予防計画」
「健康危機対処計画」に基づき、新興・再興感染症、災害、食中毒等の
健康危機に備え、職員の資質向上と計画的な人材育成、庁内外の多機関
連携の強化に取り組みます。
(3)「豊中市健康医療戦略方針」に基づき、「健康づくり・食育推進計
画」「メンタルヘルス計画」「データヘルス計画」等の計画の進捗管理
を行い、保健所をもつ基礎自治体の強みを生かし、総合的健康医療施策
を推進します。
(4)国民健康保険を都道府県単位の広域化により安定的に運営するととも
に、医療費適正化の取組強化などの制度の持続性を確保する視点で事業
運営に取り組みます。
(5)国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療について、保険の適用、保
険料賦課の適正化を図るとともに、保険料の収納管理を適正に行い、国
民年金保険を含めた保険制度が、互いに助け合う制度として機能し、安
定的に運用されるよう取組みを進めます。また、保険料の賦課徴収に関
する事務の一体的運用により、市民の利便性の向上を図ります。

(1)2040年問題を見据え、豊中市地域医療推進基本方針を10月に改定すると
ともに、新たに豊中市の医療資源データを別冊にまとめました。在宅医療の
連携の拠点として、市医師会ともに豊中市在宅医療連携会議を立ち上げ、退
院時から看取りまでの様々な医療や支援を包括的かつ継続的に提供できるよ
う協議を開始しました。認知症医療体制の充実強化を図るため、かかりつけ
医等からの相談に応じる認知症相談医を配置しました。
(2)新興感染症対策について、新型インフルエンザ等対策行動計画や新型イ
ンフルエンザ等対策マニュアル改定を行い、実動訓練によってその実行性を
確認しました。また、自然災害対策について、Web医療本部会議訓練・研修
を行い、体制整備を進めました。
(3)「健康づくり・食育推進計画」「メンタルヘルス計画」等の計画に基づ
き、健康寿命の延伸を基本目標とし、保健医療審議会において進捗管理を行
いながら施策の推進を行いました。
(4)保険料の府内完全統一化の達成後も引き続き国民健康保険制度の持続可
能性を高めるため、大阪府国民健康保険運営方針に基づいた事業運営に取り
組みました。
(5)実態調査による保険の適用及び所得未申告者の所得把握について適正化
を実施するとともに、口座振替の推進、自動音声発信ツールの試用を行い、
保険料の収納率向上を図りました。また、マイナ保険証を基本とする仕組み
へ円滑に移行できるよう、市民への周知を行いました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

地域医療の推進に向けた医療体制等の充実化【重点】

総合計画
地域医療の充実を図ります

基本政策

38 在宅医療と介護の連携促進 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

(1)①10月に市地域医療推進基本方
針改定、新たに市の医療資源データ
を別冊にまとめ、関係機関や市民に
示し、理解促進を図りました。
②・在宅医療の連携の拠点として市
医師会と協働し、積極的役割を担う
7医療機関、在宅医グループ8医療機
関による在宅医療連携会議を立ち上
げ、協議を開始しました。
・空床情報提供システムの運用管理
を行い、参加医療機関の拡充を図り
ました。（病院・有床診療所:8施
設、診療所:23施設が参加）
・ACP普及啓発のため民間事業者と
共同作製したボードゲームによる出
前講座7回（85名参加）、市民向け
イベントを開催しました（11月、22
名参加）。
③・認知症の早期発見・早期対応の
ため、かかりつけ医の相談先となる
認知症相談医を10名配置し、相談支
援事業の開始に向けた認知症医療体
制会議を2回開催しました。
(2)在宅医療・介護連携支援セン
ター運営事業を市医師会等に委託
し、医療・介護関係者のスキルアッ
プや連携強化に取り組みました。
(3)大阪府保健医療計画推進事業の
一環として在宅医療懇話会、精神医
療懇話会等を開催しました。

(1)①市地域医療推進基本方針改定
版に基づき、別冊の医療資源データ
を活用しながら持続可能な医療提供
体制の推進に取り組みます。
②・在宅医療の連携の拠点として市
と医師会が協働し、在宅医療連携会
議の開催など、在宅医療の必要な患
者が円滑に適切な医療を受けること
ができる体制の構築・強化に取り組
みます。
・市内の医療機関と連携し、空床情
報提供システムの利用拡充を図りま
す。
・ボードゲームを活用したACPの普
及啓発に取り組みます。
③認知症相談医による相談支援事業
を開始し、認知症疾患医療センター
等の関係機関と連携しながら、かか
りつけ医の機能強化に取り組みま
す。
(2)在宅医療・介護連携支援セン
ター運営事業を実施し、医療・介護
関係者のスキルアップ及び連携強化
に取り組みます。
(3)引き続き、大阪府保健医療計画
推進事業（大阪府から委託）を実施
します。

(1)豊中市地域医療推進基本方針に基づき、在宅医療体制の推進や認知症
医療体制の充実・強化を図ります。
　①豊中市地域医療推進基本方針の改定：第1～2四半期
　②在宅医療体制の推進：通年
　・第8次大阪府医療計画に基づく、市医師会との協働による在宅医療に
　　必要な連携を担う拠点［新規］
　・在宅医のグループ化および専門診療科や多職種との連携体制による
　　豊中モデルグループの構築［拡充］
　・在宅療養患者に対応するサブアキュート空床情報提供システム運用
　・ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発
　③認知症医療体制の充実・強化：通年
　・認知症専門医等の配置によるかかりつけ医機能強化［拡充］
(2)第9期介護保険事業計画に基づき、多職種の連携強化に向けた取組み
を、豊中市医師会、豊中市歯科医師会等に委託し、豊中市在宅医療・介
護連携支援センター運営事業を実施します。：通年
(3)第8次大阪府医療計画に基づき、大阪府保健医療計画推進事業（大阪
府からの委託）を実施します。：通年
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

健康危機対策の強化【重点】

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 生活衛生の確保を図ります

地域医療の充実を図ります 感染症や大規模災害等に対応できる体制づくりを進めます

基本政策

16 感染症対策の強化 22 地域防災力の向上

40 医療・福祉・介護人材の確保育成

(1)豊中市災害時医療本部･応急救護
所関係者合同研修会・9機関参加に
よるWeb医療本部会議訓練を実施し
ました。また、「保健所災害対応マ
ニュアル」の改定、「豊中市災害時
医薬品等供給マニュアル」の作成を
行いました。
(2)・豊中市新型インフルエンザ等
対策行動計画及び対策マニュアルの
改定：3月
・市立豊中病院合同二類感染症患者
移送訓練：11月
・新型インフルエンザ等対応実動訓
練：2月
(3)個別通知に加え、学校・職域と
の連携、SNSや市HP等による情報発
信を行うとともに、新たに5種混合
及び新型コロナワクチンの定期接種
を開始しました。
(4)様々な媒体で周知し、16名の新
規登録（累計37名）があり、訓練見
学による研修に延べ26名が参加しま
した。
(5)食品衛生監視指導・検査（監視
指導：1,154件、収去検査：288件）
を実施するとともに、若年層に向け
た啓発事業を行いました。
(6)大阪国際空港における飲食店の
監視70件、買い上げ検査40検体、毒
劇物販売業者立入調査75施設、生活
衛生関係施設立入調査全40施設など
関連施設への監視指導を強化しまし
た。

(1)発災時の保健所体制整備に向
け、改定したマニュアルに基づき、
健康医療・総務班災害対応実動訓練
（医療本部の運営等、関係団体との
連携含む）を行います。
(2)改定した計画等に基づき、引き
続き平時から実動訓練等の取組を重
ねながら、感染症対策に関する体制
強化を図ります。
(3)VPDと予防接種への理解を深め、
高い接種率の維持に努めつつ、新た
に始まる帯状疱疹ワクチンの定期接
種化についても市民への周知及び医
療機関との調整を行います。
(4)登録者を増やすため引き続き周
知を行い、資格更新手続者に対して
も案内を実施します。また、研修に
参加できない登録者へのフォロー
アップを行います。
(5)監視指導計画に基づき、計画的
で適切な監視指導を行い、あわせて
消費者に対する食品衛生の知識普及
について、効果的かつ効率的な啓発
指導方法を検討し、推進します。
(6)大阪・関西万博の開催期間中も
引き続き監視指導の強化、事業者へ
の周知啓発を実施し、市民の安全安
心に取り組みます。

(1)庁内の関係部局および庁外の関係団体等と連携し、災害時医療体制の
整備に取り組みます。
・能登半島地震における保健活動等派遣支援：第1四半期～
・地域医療推進会議災害作業部会等による関係団体との連携：通年
・災害時医療体制整備訓練（受援体制等）：第3四半期
・災害時医薬品供給に関するスキームの作成：第4四半期
・保健所災害対応マニュアルの改定：第4四半期
(2)新興・再興感染症等対策の体制整備に取り組みます。：第4四半期
・新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく行動計画改定
・特措法に関わる各種マニュアル等の改定
・特措法に基づく新興感染症対応実動訓練の実施
・健康危機対処計画の見直し
(3)ワクチンで予防可能な疾患（VPD）と予防接種の理解を深め、高い接
種率の維持及び安全な予防接種の実施に努めるとともに、5種混合ワクチ
ンや新型コロナワクチンの定期接種を円滑に進めます。：通年
・HPVワクチン定期接種勧奨個別通知：4月・8月
(4)災害や新興感染症等の健康危機に対応するため、医療従事者資格（医
師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師等）を有する方に事前
登録いただく「豊中市健康有事医療サポーター登録制度『HEMSとよな
か』」を運用し、有事に備えます。：通年
(5)食中毒予防等健康被害の拡大防止と食品衛生関係施設への監視指導を
実施し、食品の安全確保を図ります。：通年
(6)大阪・関西万博の開催に向け、健康危機対策・テロ対策の観点から監
視の強化を図ります。：通年
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

保健所をもつ基礎自治体の強みを生かした総合的健康医療施策の推進

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

39 健康づくりの充実 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

42 がん患者等への支援の充実

(1)豊中市保健医療審議会・食育推
進部会・国民保険運営協議会におい
て報告・審議、計画の進捗管理を行
いました。20歳の歯科健診を開始し
ました。
(2)市民からの医療相談（年間約520
件）に対応しました。
・市民向け講座実施数：4回（107名
参加）
(3)CKD専門医紹介基準、市内専門医
療機関リスト、患者説明ツールを作
成し、医療機関に配布しました。
・医療機関向けCKD研修会（39名参
加）
・公式SNSによるCKD啓発動画発信
(4)調整会議及び5つの専門部会を開
催、特に「依存症対策」部会では委
員を対象とした研修会を実施し、今
後の取組み等の協議を行いました。
(5)医療保護入院に関する市長同意
45件、医療機関からの事前問合せ62
件。市長同意による入院患者の面接
実施（市内30件・市外15件）。
(6)在宅人工呼吸器常時使用者、気
管切開・吸引等電源を要する在宅難
病患者の防災プラン作成・更新48
名、医療介護専用非公開型SNSによ
る安否確認（登録21名・訓練15名）
等の災害対策の他、患者向け広域講
演会1回、関係機関研修会2回、大阪
北部地域神経筋難病ネットワーク会
議による災害対策研修会1回（92名
参加）を開催しました。

(1)個別事業評価による計画の進行
管理、庁内共有を行い、健康寿命延
伸に向けた事業を展開します。
(2)医療相談への適切な対応のた
め、相談事例を共有し、医療安全研
修等を積極的に受講します。
(3)CKD病診・診診連携について、専
門医療機関の診療実績ヒアリング等
による評価を行います。市民健康展
でのCKD講演会、SNSを活用した市民
啓発を実施します。
(4)調整会議で進行管理を行い、多
機関と連携・協働した取組みを推進
します。依存症対策について、関係
機関への研修を実施します。
(5)医療保護入院に関する法改正に
ついて、医療機関の理解促進を図る
ため、引き続き医療機関対応を行う
とともに、市長同意による入院患者
への面接を行い、引き続き権利擁
護、地域成果靴支援強化を図りま
す。
(6)難病患者の災害対策をさらに推
進するとともに、患者・家族、関係
機関、市民に対して難病の理解促進
のため普及啓発に取り組みます。

(1)令和5年度（2023年度）に策定した「豊中市健康づくり・食育推進計
画」、「豊中市国民健康保険第3期保健事業実施計画（データヘルス計
画）及び第4期豊中市特定健康診査等実施計画」に基づく施策の推進に取
り組み、健康寿命の延伸を図ります。：通年
　・20歳の歯科健診開始・受診勧奨［拡充］：第1～2四半期
(2)市民が法令等を遵守した良質な医療等を受けられる体制を確保するた
め、医療安全支援事業を推進します。：通年
(3)慢性腎臓病（CKD）対策を推進します。：第1四半期～
　・CKD病診連携体制強化［拡充］：第1四半期～
(4)第2期豊中市メンタルへルス計画（地域自殺対策計画を包含）におい
て、自殺予防を含むメンタルへルスリテラシーの向上とネットワークの
強化のため、多機関多職種と連携協働し、6つの施策の柱に関する取組み
を強化します。：通年
(5)精神保健法改正による医療保護入院に関する市長同意の増加に伴う対
応、一定期間ごとに病状確認等入院要件の確認を行い、精神障害者の権
利擁護、地域生活の支援強化を図ります。［拡充］：通年
(6)難病法に基づく基本方針を踏まえ、相談体制の強化を図るとともに医
療機関をはじめ関係機関との情報共有や協力体制を推進し、難病の理解
促進及び災害対応を視野に入れた療養支援体制の構築を図ります。：通
年
　・医療介護専用非公開型システムを活用した災害時安否確認の推進：
通年

2-2-（1） 2-2-（3）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

38 在宅医療と介護の連携促進 39 健康づくりの充実

41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

効果的な介護予防の企画及び高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
の推進

(1)後期高齢者健康課題の分析等、
関係課と調整のうえ事業実施。
(2)改善が34％から46％と12ポイン
ト増加。実施医療機関拡充（24→35
医療機関）、処方箋発行数152名（2
月末）、言語聴覚士個別訪問等、連
携後メニューを充実しました。
(3)歯や口の健康づくり教室（10
回、延べ146名参加）、通いの場へ
歯科衛生士出前講座（33グループ、
330名参加）。
(4)会場費・空調費助成の開始。傷
害保険加入。
(5)コグエボを活用した認知症支援
教室（延べ268名）
(6)はつらつ教室（363名参加）。公
募型プロポーザルによる事業者選
定。
(7)関係職種、市民向け公開講座
（64名参加）、リハ専門職によるア
セスメント支援訪問（480名）
(8)より早期からの介護予防アプ
ローチのため保健事業と連携できる
よう事業を再編しました。
(9)難聴に着目した認知症予防のた
め、ヒアリングフレイル事業として
「難聴・ヒアリングフレイル支援連
携会議」設置、「とよなか『聴こ
え』のガイド」作成配布、市民向け
認知症講演やイベント開催（延べ
867名参加）を行いました。

(1)一体的実施を推進します。
(2)医師会と連携し、実施医療機関
を拡大します。業務の民間委託によ
り、介入支援の地域差を解消し確実
に地域資源等につなぎます。
(3)歯や口の健康づくり教室・通い
の場への出前講座に加え、市民向け
講演会を開催します。
(4)フォローアップ事業にて認知症
予防をテーマとした講座の実施、体
操のリニューアル、介護予防手帳の
作成によるセルフケアの獲得を図り
ます。
(5)前年度の実績評価からハイリス
ク者を抽出し、効果的な実施に取り
組みます。
(6)はつらつ教室を認定前高齢者も
利用できる一般介護予防事業に再編
するとともに、社会福祉職を配置
し、社会資源へのつなぎを強化しま
す。
(7)アセスメント支援訪問を一般高
齢者にも拡充し、訪問型短期集中
サービスを創設します。関係機関向
け研修会を開催します。
(8)大阪公立大学共同研究等によ
り、エビデンスに基づいた事業展開
に向け検証、見直します。
(9)「難聴・ヒアリングフレイル支
援連携会議」において意見交換し、
医療体制整備を図り、ハイリスク者
の受療状況をフォローします。

(1)KDBシステムを活用した地域の健康課題分析による効果的な介護予防
の企画実施を行います。：第2四半期
(2)フレイル処方箋事業を拡充します。：通年
(3)オーラルフレイル対策の充実を図ります。：通年
(4)介護予防のための地域における通いの場づくりの支援事業を拡充しま
す。：通年
(5)軽度認知機能の低下またはその疑いがある高齢者への認知症支援教室
を拡充します。：通年
(6)通所訪問型短期集中サービスの効果的な実施体制を検討し、業者選定
を行います。：第3四半期
(7)自立支援型ケアマネジメントの普及として、引き続きリハ職等の支援
を実施します。：通年
(8)介護予防事業の整理を行い、効果的な実施に取り組みます。：通年
(9)働く世代からの認知症予防に向けた取組みを推進します。：通年

2-2-（1） 2-2-（3）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

マイナンバーカード保険証への円滑な移行

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます

デジタル技術を活用した便利で快適なまちづくりを進めます

基本政策

39 健康づくりの充実 64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

(1)7月に2台目の紐づけ端末を設
置、紐づけの補助業務を委託事業者
へ委託し、来庁者がスムーズな紐づ
け作業を行えるよう環境を整備しま
した。保険証一斉更新時にはマイナ
保険証に関するチラシを同封し、広
報12月号に保険証の廃止に関する記
事を掲載するなど周知を図りまし
た。
(2)国保連合会からの資格確認デー
タを活用し、重複加入の対象者に対
して8月から月60件以上、資格喪失
に係る案内文書の送付を開始すると
ともに、1月に405件の対象者へ案内
文書を送付しました。
(3)資格確認書等その他の機能につ
いては11月下旬にシステム改修が完
了しました。様式・通知文の改定、
作業手順の見直しなども完了すると
ともに、条例・規則を改正しまし
た。

(1)(3)引き続きマイナ保険証の周知
を行います。
(2)今後も速やかに資格重複者の処
理を進めます。

(1)保険証の廃止とマイナンバーカードでの医療機関受診に備え、保険証
のマイナンバーカードへの紐づけが円滑に進むよう、市民への周知や案
内を徹底します。
　・保険証の廃止：令和6年（2024年）12月2日
(2)保険の適用の適正化のため、オンライン資格確認データを活かし、保
険の未加入や二重加入を解消に努めます。：通年
(3)保険証の廃止に伴い発生する業務・制度に対応します。
　・資格確認書及び資格確認のお知らせの発行：第3四半期
　・保険証更新時等における個人番号下4桁の表記：第3四半期

2-2-（1） 5-2-（1）
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No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

6

国民健康保険の安定的な運営

総合計画
公正で効果的・効率的な市政運営を進めます デジタル技術を活用した便利で快適なまちづくりを進めます

基本政策

64 とよなかデジタル・ガバメントの推進 65 職員力を高める人材育成等の推進

68 広域連携の推進

(1)広域化調整会議、財政運営検討
や事業運営検討WGを踏まえ、府統一
保険料率の算定、進捗管理項目の設
定等について意見申出を行いまし
た。
(2)フリーアドレス導入に際して電
子決裁の対象を拡大し、紙の削減を
行いました。
(3)デジタル戦略課およびシステム
ベンダーとともに標準仕様書を精査
し、現行と標準化システム間の相違
点の洗い出しを行いました。
(4)窓口DXSaaSは標準化システム導
入後の令和10年度（2028年度）に延
期しましたが、書かない窓口・来庁
しない手続きの拡大を進めました。
自治体・医療機関等をつなぐ情報連
携システムPMH（Public Medical 
Hub）の先行実施事業に参加し、子
育て給付課・障害福祉課と共同でシ
ステム改修及び、医療機関等と市民
へ周知しました。
(5)口座振替キャンペーンを春秋に
実施し、期間外と比較して加入件数
が2割増加しました。
・市指定ごみ袋10枚付与 1,171件
・マチカネポイント500ｐ付与 
1,515件
・口座振替加入率33.5％
(6)システム標準化に合わせた対応
をベンダーと調整しました。
(7)庁内関係課と補助金の活用を含
め検討しました。

(1)WGの検討状況を注視し、WG委員
を通じて意見の申出を行います。
(2)今後も運用面においてレイアウ
ト変更、フリーアドレス化による市
民サービスの向上を図ります。
(3)システムの標準化に取り組むと
同時に、標準化後の問題への対応に
も取り組みます。（令和8年（2026
年）1月）
(4)PMH先行実施事業を引き続き市民
へ周知します。PMH対応可能な医療
機関等を増やすため、医療機関等へ
の周知を進めます。
(5)より効果的な手法を検証しなが
ら引き続き口座振替加入率の向上を
図ります。
・口座振替勧奨キャンペーンの実施
・マチカネポイント・ゴミ袋を選択
制で進呈。
(6)引き続きシステム標準化を見据
えた対応を検討します。
(7)導入に向けて、引き続き関係課
との情報共有、検討します。

(1)大阪府と市町村とで構成する大阪府・市町村広域化調整会議におい
て、保険料抑制や保健事業のあり方など、広域的・効率的な国保事業の
運営について、WG委員を通じて意見の申出をします。：通年
(2)保険料相談窓口の一体化による執務室レイアウト変更とともに、保険
給付課・保険相談課でフリーアドレスを導入します。：令和7年（2025
年）2月
(3)住民情報システム標準化基本方針に基づき、システムの標準化に取り
組みます。：通年
　（標準化：令和8年（2026年）1月）
(4)とよなかデジタルガバメント戦略2.0に基づき、事務のデジタル化に
取り組みます。
　（窓口DXSaaS：令和8年1月、公金収納のデジタル化：令和8年9月）
(5)国民健康保険の安定的な運営のため、口座振替加入率の更なる向上を
めざします。：通年
　・市役所窓口でペイジーによる口座振替申込手続き者及び金融機関で
の手続き控えの持参者への市指定ごみ袋10袋プレゼントキャンペーンの
実施：第1四半期　目標口座振替加入率33％
(6)口座振替登録者に対し速やかに過誤納金を還付できるシステムを構築
します。：第4四半期
(7)市民サービスの向上のため、Web口座登録受付の実現に向けて取り組
みます。：通年

5-2-（1） 5-2-（2）



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

健康医療施策の推進

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

39 健康づくりの充実 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

 

2

健康危機対策の強化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 こころと体の健康管理・予防対策を進めます 生活衛生の確保を図ります

 地域医療の充実を図ります 感染症や大規模災害等に対応できる体制づくりを進めます

 基本政策

 16 感染症対策の強化 22 地域防災力の向上

 40 医療・福祉・介護人材の確保育成

４．中期目標（概ね今後4年間）

＜豊中市健康づくり・食育推進計画＞
・計画期間：令和6年度（2024年度）～令和17年度（2035年度）
・中間見直し：令和11年度（2029年度）
＜豊中市国民健康保険第3期保健事業実施計画及び第4期特定健康診
査等実施計画＞
・計画期間：令和6年度（2024年度）～令和11年度（2029年度）
・中間見直し：令和8年度（2026年度）
＜豊中市メンタルヘルス計画＞
・計画期間：令和6年度（2024年度）～令和17年度（2035年度）
・中間見直し：令和11年度（2029年度）

(1)「豊中市健康づくり・食育推進計画」に基づき、全ての世代にわたる健康
づくり・食育の取組みを進め、健康寿命の延伸につなげます。
(2)「豊中市国民健康保険第3期保健事業実施計画（データヘルス計画）及び
第4期特定健康診査等実施計画｣に基づき、効果的･効率的に保健事業を実施し
ます。
(3)「第2期豊中市メンタルヘルス計画」に基づきメンタルヘルス対策を総合
的に推進します。

2-2-（1） 2-2-（3）

＜災害対策＞
・令和6年度（2024年度）～：災害対策作業部会による連携強化
　　　「HEMSとよなか」、難病患者等災害対策支援
・令和6年度（2024年度）：災害時医療体制整備訓練　　　　　　
・令和7年度（2025年度）：災害対応実動訓練
＜新興・再興感染症対策＞
・令和6年度（2024年度）：感染症対応実動訓練隔年実施
　　　　特措法に基づく行動計画、マニュアル等の改定

「豊中市感染症予防計画」「豊中市健康危機対処計画」に基づき、新興・再
興感染症、災害、食中毒、他分野も含む健康危機発生時に備え、体制を強化
します。

2-2-（1） 2-2-（2）

2-2-（3） 5-2-（4）



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

地域医療の推進

総合計画
こころと体の健康管理・予防対策を進めます 地域医療の充実を図ります

基本政策

38 在宅医療と介護の連携促進 39 健康づくりの充実

40 医療・福祉・介護人材の確保育成 41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

 

4

保険制度の安定的な運営とデジタル化の推進
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 こころと体の健康管理・予防対策を進めます 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます

 デジタル技術を活用した便利で快適なまちづくりを進めます

 基本政策

 39 健康づくりの充実 64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

 65 職員力を高める人材育成等の推進

＜地域医療体制の推進＞　
・令和5年度（2023年度）～：空床情報提供システム運用・ACP啓発
・令和6年度（2024年度）～：豊中市地域医療推進基本方針の改定
　　　在宅医豊中モデルグループ構築
　　　認知症専門医等の配置によるかかりつけ医機能強化
・令和6～11年度（2024～2029年度）：第8次大阪府医療計画
＜健康医療施策推進＞
・令和6年度（2024年度）～：介護予防事業と保健事業の整理
・令和6年度（2024年度）～：CKD病診連携体制強化

(1)「豊中市地域医療推進基本方針」に基づき、在宅医療体制および認知症医
療体制の推進に取り組みます。
(2)科学的根拠に基づく高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に取
り組みます。
(3)慢性腎臓病（CKD）対策を推進します。

2-2-（1） 2-2-（3）

＜国保広域化の取組み＞
・令和6年度（2024年度）：府内統一基準の実施
・令和7年度（2025年度）：府国民健康保険運営方針中間見直し
＜システム標準化・デジタル化＞
・令和6年度（2024年度）：標準システム外業務の整理
　　　2月：保険部門フリーアドレス化
・令和7年度（2025年度）1月：標準システム移行、窓口DXSaaS稼働
・令和8年度（2026年度）9月：公金収納のデジタル化
＜保健所業務システム化＞
・令和6～7年度（2024～2025年度）：システム標準化対応
・令和8年度（2026年度）：保健所業務システム導入

(1)安定的に業務を執行できるシステムを含む体制を整備し、国保広域化によ
る安定的な運営に取り組みます。
(2)「豊中市住民情報システム標準化基本方針」に基づき、システムの標準化
に取り組みます。
(3)とよなかデジタルガバメント戦略2.0に基づき、事務のデジタル化に取り
組みます。
(4)保健所業務の効率化やデータ利活用、市民の利便性向上をめざし、保健所
業務のデジタル化を推進します。

2-2-（1） 5-2-（1）

5-2-（2）
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